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区
営
施
設
を
利
用
し
て

夏
休
み
を
楽
し
く
す
ご
そ
う

夏
休
み
が
始
ま
り
、
早
く
も
二
週
間
が
過
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
元
気
で
思
い
思
い
に
夏
休
み
を

楽
し
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
危
険
な
路
上
や
水
辺
で
遊
ん
だ
り
し
て
、
せ
っ
か
く
の
楽
し
い
夏
休

み
を
無
駄
に
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
区
に
は
安
い
料
金
で
楽
し
め
る
プ
-
ル
や
遊
び
な
が
ら
交

通
道
徳
が
学
べ
る
交
通
公
園
、
そ
の
ほ
か
区
民
福
祉
セ
ン
タ
-
に
、
夏
休
み
の
宿
題
も
で
き
る
工
作
室
な

ど
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。
安
全
で
夏
休
み
を
楽
し
め
る
区
の
施
設
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

□
S
L

の

あ

る
中

央

公

園

区
内
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ま
の
東
京
で

は
蒸
気
機
関
車
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
昨
年
六

月
に
国
鉄
へ
お
願
い
し
、
機
関
車
を
借

り
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
央
公
園
　
(

中
央
本
町
一
丁
目
一
一
-
四
/
区
文

化
会
館
隣
り
)
に
設
置
し
、
公
開
し
て

い
ま
す
。

こ
の
機
関
車
は
、
C
5
0
7
5
と
い

う
型
式
で
、
畏
さ
一
六
・
六
(
㍍
、
高

き
二
・
(
八
㍍
、
動
輪
直
径
一
・
五
六

㍍
、
重
さ
は
約
六
〇
偐
も
あ
り
ま
す
。

プ
ラ
ッ
ト
ホ
-
ム
か
ら
機
関
車
に
乗
る

こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
に

き
て
く
だ
さ
い
。

□
区
営
プ
ー
ル
で

泳

ご

う

区
営
プ
-
ル
は
、安
い
料
金
で
利
用

で
き
る
施
設
で
す
。泳
け
な
い
子
は
、

こ
と
し
こ
そ
、こ
の
夏
休
み
に
泳
げ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。そ
う
す
れ
ば
、

水
難
防
止
に
も
多
い
に
役
立
ち
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
お
近
く
の
区
営
プ
-
ル
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

料
金
-
い
ず
れ
も
一
時
間
お
と
な
二

十
円
、
子
ど
も
十
円

開
設
時
間
-
体
育
館
プ
-
ル
が
午
前

九
時
?
午
後
四
時
三
十
分
(
日
曜
は
六

時
ま
で
)
、ほ
か
の
プ
-
ル
は
午
前
九

時
?
午
後
六
時

▽
体
育
館
プ
-
ル
中
央
本
町
一
丁
目
　

一
七
上
】　
八
八
六
-
○
匸
二

▽
千
住
公
園
プ
-
ル
千
住
大
川
町
三
　

五
-
一
　
(
(
(
上
(
九
(
二

▽
千
住
旭
公
園
プ
-
ル
千
住
旭
町
三
　

〇
一
一
　
(
(
(
1
九
六
(
一

▽
中
郷
公
園
プ
-
ル
西
新
井
一
丁
目
　

二
九
-
一
五
　
(
九
〇
-
三
三
五
一

▽
大
谷
田
南
公
園
プ
-
ル
中
川
四
丁
　

目
四
二
-
一
　
六
〇
五
-
五
〇
六
九

□

遊

び

な

が

ら

交

通

知

識

・

道

徳

を

東
部
児
童
交
通
公
園
は
、模
擬
街
路

を
つ
く
り
、信
号
機
や
道
路
標
識
な
ど

か
設
備
さ
れ
て
い
ま
す
。ゴ
-
カ
-
ト

や
豆
自
動
車
な
ど
約
五
十
台
の
乗
り
物

が
あ
り
、
遊
び
な
が
ら
交
通
知
識
・
交

通
道
徳
を
身
に
っ
け
る
こ
と
か
で
き
ま

す
。
こ
の
夏
休
み
に
交
通
知
識
・
交
通

道
徳
を
身
に
っ
け
ま
し
f
つ
。

□
恐
-
-
い

お

ば

け

屋

敷

東
部
セ
ン
タ
ー
で
は
、
八
月
二
十
三

日
(
水
)
!
一
十
七
日
(
日
)
の
期
間

中
、
玄
関
ホ
-
ル
に
お
ぱ
け
屋
敷
が
作

ら
れ
、
一
つ
目
小
僧
・
唐
傘
の
お
ぱ
け

・
の
っ
ぺ
ら
坊
な
ど
の
お
ぱ
け
が
待
つ

て
い
ま
す
。
友
だ
ち
ど
ぅ
し
で
肝
だ
め

し
な
ど
は
ど
ぅ
で
し
ま
っ
か
。

□

夏

休

み

の

宿

題

は

工

作

室

で

各
セ
ン
タ
-
の
工
作
室
に
は
、
木
工

作
・
粘
土
工
作
・
絵
画
・
紙
工
作
の
た

め
に
、
糸
の
こ
・
工
作
道
具
(
カ
ン
ナ

な
ど
一
式
)
・
絵
具
・
ク
レ
ヨ
ン
な
ど

の
道
具
か
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

工
作
な
ど
の
指
導
も
行
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
宿
題
の
制
作
も
で
き
ま
す
。

□
ス
ポ
ー
ツ
で体

を

き

た

え

よ

う

各
セ
ン
タ
-
の
卓
球
室
に
は
、国
際

式
の
卓
球
台
が
備
え
て
あ
り
、手
軽
な

ス
ポ
-
ツ
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

夏
の
暑
さ
の
中
で
宿
題
な
ど
の
合
い

関
に
、
卓
球
で
汗
を
流
し
て
は
ど
ぅ
で

し
ょ
う
か
。

夏
の
暑
さ
に
も
負
け
な
い
丈
夫
な
体

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

。

□
夏
休
み
中
に
楽
器
を
マ
ス
タ
ー

し

ま

せ

ん

か

各
セ
ン
タ
-
の
音
楽
室
に
は
、エ
レ

ク
ト
-
ン
-
オ
ル
ガ
ン
・
ギ
タ
-
な
ど

各
種
の
管
・
弦
・
打
楽
器
が
そ
ろ
っ
て

お
り
、
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

・
こ
の
夏
休
み
に
楽
器
を
マ
ス
タ
-
す

る
た
め
に
、
あ
る
い
は
友
だ
ち
ど
ぅ
し

で
楽
し
く
合
奏
す
る
な
ど
、
音
楽
と
身

近
に
接
し
。
親
し
む
習
慣
を
つ
け
た
い

も
の
で
す
。

□

静

か

な

部

屋

で
読

書

を

長
い
夏
休
み
こ
そ
、ふ
だ
ん
で
き
な

か
っ
た
読
書
を
楽
し
む
絶
好
の
機
会
で

す
。区
立
の
図
書
館
や
各
セ
ン
タ
-
の

図
書
室
に
は
、
絵
本
・
伝
記
・
物
語
・

各
種
全
集
な
ど
の
蔵
番
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、各
セ
ン
タ
-
で
は
読
書
指
薦

も
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、読
書
嫌
い

の
子
は
、こ
の
夏
休
み
に
読
書
に
鶻
匚

む
習
慣
を
身
に
つ
け
、参
考
書
・
辞
毒

な
ど
を
利
用
し
、夏
休
み
の
宿
題
を
凪

め
に
か
た
づ
け
ま
し
ょ
う
。

各
セ
ン
タ
-
・
図
書
館
の
所
在
地
は

次
の
と
お
り
で
す
。

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
-
東
綾
瀬
　

一
-
五
一
一
七

き
六
〇
五
-
七
】○
一

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
-
関
原
二
　

-
一
〇
-
一
〇

啻
(
(
九
-
一
四
(
四

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
-
鹿
浜
二
　

-
二
四
-
二

き
(
九
七
-
五
〇
一
六

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
-
千
住
元
　

町
三
四
-
一

啻
(
(
二
-
二
七
六
五

□
中
央
図
書
館
梅
田
七
-
一
三
上
　
　
(

四
〇
-
四
六
四
六

□
千
住
図
書
館
千
住
竜
田
町
七
-
二
　

を
(
(
一
-
一
九
九
四

□
宮
城
図
一

館

官
城
一
上
一
七
-
八

営
九
二
T
O

四
六
〇

□
新
田
図
書
館

新
田
三
-
一
四
一

一

九
二
丁

一
七
六
七

□
常
柬
図
S
館
千
生
旭
町
九
-
一
六
　

啻
(
(
一
-
(
五
(
五

各
セ
ン
タ
-
の
休
館
日
は
月
曜
日
・

祝
祭
日
で
す
。

各
図
書
館
の
休
館
日
は
毎
月
十
四
日

・
月
曜
日
・
祝
祭
日
で
す
。

写
真
は
、上
段
か
ら
、中
央
公
園

・
中
郷
公
園
プ
-
ル
・
東
部
児
童
交

通
公
園
・
東
部
セ
ン
タ
-
お
ぱ
け
屋

敗
・
中
部
セ
ン
タ
-
エ
作
室

区役所の窓口が ☆☆☆☆

☆☆☆☆変わりました
- 公害課が別館に-

区
で
は
、
七
月
一
日
か
ら
組
織
が
一
部
改
正
さ
れ
。

一
都
四
課
九
係
の
新
設
、
五
課
十
二
係
の
名
称
変
更
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
生
活
に
関
係
の
深
い

窓
口
の
係
が
、
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

《
本
庁
舎
関
係
》

一
階
-
総
務
部
課
税
課
(
庶
務
係
・
第
一

課
税
係
・
特
別
徴
収
係
)
/
納
税
課
(
整

理
係
・
第
一
納
税
係
)
/
収
入
役
室
/
区

民
部
管
理
課
(
管
理
係
・
統
計
係
・
保
健

衛
生
係
・
住
民
記
録
担
当
)
/
区
民
課
　
(

区
民
係
・
相
駁
係
・
第
二
尸
縉
係
)
/

経
済
課
(
商
工
係
)

二
階
-
厚
生
都
管
理
課
/
福
祉
課
(
福
祉

係
・
援
護
係
・
老
人
助
成
係
・
児
童
手
当

係
)
/
保
育
課
(
保
育
第
一
係
・
保
育
第

二
係
・
憚
育
担
当
)
/
国
民
健
康
保
険
課
　
(

庶
務
係
・
賢
格
賦
課
係
・
保
険
給
付
係

・
整
理
係
・
保
険
料
第
一
係
・
保
険
料
第

二
係
)
/
国
民
年
金
課
(
適
用
係
・
給
付

係
・
検
認
係
・
記
録
係
)
/
区
議
会
事
務
局

三
階
-
土
木
都
管
理
課
(
庶
務
係
・
占
用

係
・
道
路
台
帳
係
・
用
地
管
理
担
当
)
/
計
画
課
(
計

画
係
・
区
画
盤
理
係
・
私
道
樫
備
係
)
/
設
計
課
/
工

事
課
/
公
園
踝
/
建
築
部
建
築
課
(
庶
務
係
・
審
査
第

一
係
・
審
査
第
二
係
・
構
造
設
備
係
・
監
察
担
当
)
/

学
校
営
繕
課
/
施
設
営
繕
課
/
区
民
部
経
済
課
(
農
産

係
)
/
農
業
委
風
会
/
遇
挙
管
理
委
員
会
/
監
査
事
務

局四
階
-
総
務
部
総
務
課
/
経
理
課
/
管
財
課

五
階
-
企
画
広
報
室
企
画
課
/
広
報
課
　
(

広
報
担
当
・
広
聴
担
当
)
/
総
務
都
職

員
課
/
予
算
課
/
区
民
部
住
居
表
示
課

七
階
-
企
画
広
報
室
情
報
処
理
課

《
第
二
庁
舎
関
係
》

総
務
課
管
理
係
/
課
税
課
(
第
二
課
税

係
)
/
納
税
課
(
第
二
納
税
係
)
/
区
民

鄒
区
民
課
(
第
二
戸
籍
係
)
/
土
木
部
施

設
課
(
排
水
場
係
・
排
水
場
設
計
係
・
街

路
照
明
係
)
/
土
木
部
労
務
係

《
別
館
・
和
光
ビ
ル
》

一
階
-
区
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
(
文

化
係
・
青
少
年
係
)
/
体
育
課
(
体
育
施

設
係
・
体
育
振
興
係
)

二
階
-
区
教
育
委
員
会
庶
務
課
/
学
務
課
　
(

学
事
係
・
学
校
保
健
係
・
振
興
係
)
指

導
室
・
教
育
セ
ン
タ
-
担
当

《
別
館
・
本
庁
舎
裏
》

二
階
-
嫦
築
部
公
害
課
(
庶
務
係
・
環
境
係
・
工
場
係

・
規
制
係
)

な
お
、
電
話
で
の
郭
問
い
合
わ
せ
は
、
今
ま
で
と
お

り
で
す
。

区民福祉センターだより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
七

営
六
〇
苙
-
七
一
〇
一

■
第
四
回
セ
ン
タ
-
ま
つ
り
(
月
二
十
三
日
(
水
)
!
一
十
七
日
　
(

日
)
お
ぱ
け
塵
敷
・
映
画
・
す
い
か
わ
り
大
会
・
ゴ
-
カ
-
ト
競

争
な
ど

■
趣
味
の
教
室
紙
の
手
芸
教
室
《
親
子
夏
休
み
の
工
作
》
八
月

九
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分
材
料
費
四
百
円
手
芸
教
室
{
シ
;

ピ
ン
グ
バ
ｙ
ク
の
ろ
う
け
っ
染
}
(
月
十
日
(
木
)
午
後
一
時

材
料
費
千
五
百
円
?
二
千
円
生
花
教
室
{
古
患
(
月
十
一
日
　
(

金
)
午
前
十
時
材
料
費
二
百
円
{
サ
ミ
・
雑
巾
持
参
絵
画

霞
ま
ク
フ
キ
-
}
(
月
十
二
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
文

学
教
室
官
本
古
典
文
学
の
系
譜
(
近
松
門
左
衛
門
こ
(
月
十
(

日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分
音
楽
教
室
{
コ
-
ラ
こ
(
月
二
十

日
(
日
)
午
前
十
時
茶
道
教
室
{
茶
席
の
作
法
}
(
月
二
十
五
日
　
(

金
)
午
前
十
時

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

関
原
二
丁
目

】O
上
O
　

八
八
九
-
一
四
八
四

■
子
ど
も
映
画
会
(
月
六
日
(
日
)
…
「
黒
ひ
め
吻
語
」
・
「
恐

竜
と
怪
鳥
の
鳥
」
(
月
二
十
日
(
日
)
=
・
「
ヶ
I
キ
や
ヶ
ン
ち
ゃ

ん
」
・
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
道
」

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十

分
か
ら

■
盆
踊
り
大
会
(
月
十
一
百
(
土
)
・
十
三
日
(
日
)
午
後
四
時

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
低
学
年
向
き
=
(
月
九
日
(
水
)
・
十
一
日
　
(

金
)
・
十
八
日
(
金
)
高
学
年
向
き
=
八
月
十
二
日
(
土
)

・
十
九
日
(
土
)
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

鹿
浜
二
丁
目
二
四
上
一

営
八
九
七
一
五
〇
一
六

■
子
ど
も
映
画
会
(
月
六
日
(
日
)
午
後
二
時
・
・
・
「
小
さ
な
童

話
」
(
月
十
三
日
(
日
)
午
後
二
時
・
二
動
物
の
楽
園
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
」
(
月
二
十
日
(
日
)
午
後
二
時
・
・
・
「
か
わ
り
ゆ
く
ア
フ
リ
カ
」

■
さ
よ
う
な
ら
夏
休
み
大
会
(
月
二
十
七
日
(
日
)
午
前
十
時
・
・
'

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
・
人
形
劇
・
う
た
・
映
画
な
ど

■
フ
ォ
-
ク
ダ
ン
ス
(
月
十
三
日
(
日
)
午
後
二
時

■
ス
ラ
イ
ド
(
月
二
十
日
(
日
)
午
前
十
時
=
・
「
ロ
バ
を
う
り
に

い
く
親
子
」

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

千
住
元
町
二
四
-
一
　

八
八
二
-
一一
七
六
五

■
老
人
の
た
め
の
浪
曲
講
演
会
(
月
六
日
(
日
)
午
後
一
時

■
老
人
将
棋
大
会
(
月
九
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
六
十
歳

以
上
で
区
内
に
在
住
の
方

巾
込
み
は
六
日
ま
で

参
加
費
無
料

■
民
偲
教
室
(
月
十
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
六
十
歳
以
上

の
方

■
踊
ぴ
教
室
(
月
十
六
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
六
十
歳
以

上
の
方

■
ど
じ
よ
う
つ
か
み
大
会
(
月
二
十
六
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分

□
変
身
忍
者
〝
嵐
〟
□
仮
面
ラ
イ
ダ-

映
画
大
会

八
月
十
三
日
(
日
)
午
後
一
時
三
卜
分
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
-

ハ
月
十
五
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
-

ハ
月
十
六
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
-

ハ
月
十
七
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
-

■ 区役所の電話882- 1111　第二庁舎886- 3165　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 710　1西部福祉事務所897- 5011
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家

庭

―
夏
ま
け
を
防
ぐ
に
は
―

こ
う
暑
さ
か
続
い
て
は
、
食
欲
も

な
く
な
っ
て
し
ま
う
卜

と
い
う
わ

け
で
、
夏
に
食
欲
の
な
く
な
っ
た
方

は
、
か
ら
だ
も
弱
っ
て
き
ま
す
。

夏
ま
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

に
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
合
理
的
な

栄
養
を
と
る
4
と
が
大
切
で
す
。
食

品
を
、①
乳
・
卵
、②
魚
類
・
肉
類
・

豆
製
品
、
⑤
緑
黄
野
菜
・
淡
色
野
粟

い
も
類
、
④
般
物
・
油
脂
・
砂
糖
の

四
つ
に
分
け
る
と
、
こ
の
中
で
体
力

の
消
耗
を
防
ぐ
食
品
と
し
て
は
、
①

の
乳
・
卵
、
②
の
魚
類
・
肉
類
・
豆

製
品
が
大
き
な
役
目
を
果
し
ま
す
。

こ
う
い
う
タ
ン
パ
ク
質
系
の
食
品
を

中
心
に
、
ご
飯
は
あ
と
回
し
に
し
て

口
直
し
に
野
菜
を
食
べ
ま
す
。
汗
を

か
く
季
節
で
す
か
ら
、
水
分
と
塩
分

の
補
給
を
か
ね
て
、
み
そ
汁
な
ど
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
食
欲
を
つ
け
る
効
果
的
な
も

の
は
、
エ
キ
ス
分
(
い
ろ
い
ろ
な
ダ

シ
)
、
ク
ェ
ン
酸
(
す
っ
ぱ
い
も
の
)

香
辛
料
が
一
番
で
す
。
レ
モ
ン
ス
-

プ
な
ら
、
三
つ
と
も
そ
ろ
っ
て
い
ま

す
し
、
昧
も
お
い
し
く
て

。
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
料
理
の
一
つ
で
す
。

ス
-
プ
は
、
わ
ざ
わ
ざ
作
る
の
も

た
い
へ
ん
で
す
か
ら
、
固
型
ス
-
プ

な
ど
を
溶
か
し
て
作
り
ま
す
。
味
つ

け
は
塩
、
こ
し
ょ
う
、
レ
モ
ン
汁
な

ど
。
一
人
分
で
レ
モ
ン
汁
を
小
さ
じ

に
一
丁
二
・
五
杯
ほ
ど
入
れ
て
み
ま

す
。
あ
れ
ば
、
ナ
ヴ
ツ
メ
グ
、
月
桂

樹
の
葉
な
ど
の
香
辛
料
も
入
れ
て
く

だ
さ
い
。
あ
っ
さ
り
し
た
実
の
な
い

ユ
-
プ
も
よ
し
、
卵
を
入
れ
C
か
き

玉
ス
-
プ
に
し
て
も
よ
し
。
パ
セ
リ

の
み
じ
ん
切
り
を
ち
ら
し
て
す
す
め

ま
す
。

レ
バ
-
と
ピ
-
マ
ン
中
華
い
た
め

I
毎
年
の
栄
養
調
査
の
結
果
を
み

る
と
、
必
ず
夏
は
ビ
タ
ミ
ン
A
の
摂

取
S
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
と
い
う
の
も
、
わ
た
し
た
ち
は
ビ

タ
ミ
ン
A
を
動
物
性
の
レ
バ
-
や
卵

か
ら
と
ら
す
に
、
緑
黄
色
野
菜
か
ら

と
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。

緑
黄
色
野
粟
と
い
っ
て
も
、
お
も

に
、
ほ
う
れ
ん
草
や
小
松
菜
な
ど
の

み
ど
り
の
葉
っ
ぱ
で
す
か
ら
、
夏
は

求
め
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
夏
の
終
り
か
ら
秋
に
か
け
て
は

A
不
足
の
症
状
が
目
立
つ
の
で
す
。

A
不
足
に
な
る
と
、
こ
ど
も
の
成
長

発
冐
も
お
く
れ
ま
す
し
、
そ
の
ほ
か

眼
が
乾
い
た
り
、
視
力
か
弱
っ
た
り

肌
あ
れ
、
小
じ
わ
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
ビ
タ
ミ
ン
A
の

多
い
レ
バ
-
と
ピ
-
マ
ン
を
お
い
し

く
中
華
風
に
い
た
め
て
み
ま
し
″

う
。
レ
バ
-
は
、
よ
く
水
洗
い
し
て
、

血
抜
き
を
し
て
か
ら
細
く
切
り
、
お

ろ
し
し
ょ
う
か
と
し
さ
つ
油
、
酒
少
-

を
ま
ぶ
し
ま
す
。
油
を
熱
し
、
に

ん
に
く
を
入
れ
て
、
か
お
り
が
つ
い

た
ら
、
レ
バ
-
を
い
た
め
ピ
-
マ
ン

を
加
え
て
く
だ
さ
い
。
ピ
-
マ
ン
は

水
気
を
よ
く
切
っ
て
お
く
こ
と
、
か

ら
っ
と
い
た
め
た
も
の
を
塩
と
し
ょ

う
油
で
味
つ
け
し
ま
す
。
し
ょ
う
が

の
か
お
り
味
、
に
ん
に
く
の
か
く
し

味
と
が
レ
バ
-
の
く
さ
み
を
消
し
て

夏
向
き
の
お
い
し
い
お
料
理
で
す
。

ま
た
、
に
ん
じ
ん
、
か
ぽ
ち
ゃ
な

ど
に
も
ビ
タ
ミ
ン
A
は
含
ま
れ
て
い

ま
す
し
、
ビ
タ
ミ
ン
A
は
油
で
調
理

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
摂
取
の

効
果
が
あ
が
り
ま
す
。

万
葉
時
代
か
ら
ウ
ナ
ギ
は
夏
や
せ

を
防
ぐ
薬
と
い
わ
れ
、
現
在
で
も
土

用
の
丑
の
日
に
ウ
ナ
ギ
を
食
べ
る
習

慣
は
ま
す
ま
す
盛
ん
な
様
子
で
す
。

ウ
ナ
ギ
が
な
ぜ
昔
か
ら
夏
ま
け
に
よ

い
と
い
わ
れ
た
か
、
栄
饗
学
的
に
分

析
し
て
み
る
と
、
良
質
の
タ
ン
パ
ク

質
、
脂
肪
の
ほ
か
に
、
ビ
タ
ミ
ン
A
が

多
量
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
茜
は
レ

バ
-
を
食
べ
る
習
慣
も
な
け
れ
ば
、

ピ
-
マ
ン
、
ト
マ
ト
な
ど
も
な
か
っ

た
で
し
f
つ
か
ら
、
夏
場
の
ビ
タ
ミ

ン
A
補
給
源
と
し
て
ウ
ナ
ギ
が
貴
重

だ
っ
た
こ
と
が
う
な
ず
け
ま
す
。

と
も
か
く
、
暑
さ
に
負
け
な
い
体

力
を
作
る
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

(
保
育
課
栄
養
士
佐
藤
恵
子
)

足
立
の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
9
)

―
―
千
住
河
原
町
　
そ
の
四
―
―

勝
山
準
四
郎

千
住
市
場
の
役
割
は
、
市
場
内
の
各
問
屋
で
品

物
が
取
引
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
こ
で
取
引
さ

れ
た
品
物
の
一
部
が
、
当
時
の
府
市
内
の
各
市
場

へ
再
度
提
供
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
千
住

市
楊
は
他
の
市
場
に
対
し
一
租
の
伸
継
機
関
の
役

を
果
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
役
割

を
果
し
て
い
た
人
た
ち
が
、
千
住
市
場
だ
け
に
い

た
投
師
(
な
げ
し
)
で
あ
る
。
投
師
た
ち
は
千
住

の
問
屋
で
仕
入
れ
た
品
物
を
、
な
る
べ
く
早
く
他

の
市
場
へ
運
ぴ
、
そ
こ
で
借
り
受
け
て
い
る
店
先

や
、
そ
の
辺
の
空
地
で
、
そ
の
市
場
へ
来
て
い
る

小
売
商
に
売
り
さ
ぱ
き
、
利
ざ
や
を
か
せ
い
で
い

た
。
も
ち
・
ろ
ん
そ
の
市
錫
の
値
段
が
割
安
の
時

は
、
店
に
あ
ず
け
て
帰
り
翌
日
商
売
を
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
裏
一
す
る
大
正
十
二
年

三
月
東
京
市
商
工
課
織
の
「
青
物
市
場
調
査
賢
料
」

に
よ
る
と
、
千
住
市
場
一
か
年
の
総
取
引
高
ニ
-

七
万
円
余
の
中
で

、
他
市
場
へ
の
転
売
が
一
四
六

万
円
余
と
な
っ
て
い
る
。
約
七
割
に
当
る
わ
け
で

投
師
の
は
た
ら
き
の
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、こ
の
た
め
も
あ
っ
て
、市
場
の
取
引
は
よ

そ
は
朝
六
時
頃
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
の
に
、
千

住
で
は
閥
屋
で
の
せ
り
市
か
四
時
か
ら
は
じ
ま
っ

た
と
い
う
。
こ
の
商
品
移
動
の
主
役
投
師
に
つ
い

て
、
前
記
資
料
に
よ
る
と
「
現
在
百
二
十
人
お

り
、
内
神
田
市
場
へ
四
十
人
、
京
橋
市
場
へ
三
十

人
、
浜
町
市
場
へ
十
(
人
、
日
本
橋
魚
市
鳩
へ
十

人
(
主
と
し
て
ツ
マ
物
、
モ
ヤ
シ
等
)
そ
の
他
へ

三
十
二
人
」
と
お
よ
そ
定
ま
っ
て
い
た
出
先
が
肥

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
よ
そ
の
市
場
で
も
ま

た
、
こ
の
投
師
を
当
て
に
し
て
持
っ
て
い
た
わ
け

で
あ
る
。
当
時
荷
を
連
ぷ
と
言
え
ば
、
荷
車
だ
け

が
頭
に
俘
ぶ
頃
で
、
こ
こ
に
運
搬
専
門
の
「
軽

子
」
(
か
る
こ
)
か
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
人
た
ち
の
大
部
分
は
「
立
ち
ん
坊
」
と
呼
ば
れ

市
鳩
の
通
り
か
ら
大
橋
の
あ
た
り
ま
で
に
、
毎
日

五
、
六
十
人
は
た
む
ろ
し
て
い
た
と
の
こ
と
。
投

師
に
だ
の
ま
れ
た
こ
の
軽
子
だ
ち
か
朝
早
く
千
住

か
ら
、
重
い
荷
を
積
ん
だ
車
を
挽
い
て
、
他
の
市

場
へ
往
復
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
の
賢
料
は
そ

の
状
況
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
『
試
み
に

下
谷
三
の
輪
の
電
車
通
り
よ
り
見
れ
ば
暗
き
千
住

大
橋
付
近
よ
り
、
提
灯
に
点
火
し
た
る
荷
車
陸
続

と
し
て
来
る
。
こ
れ
皆
投
師
の
車
に
し
て
、
そ
の

数
の
多
き
こ
と
、
そ
の
朝
早
き
こ
と
は
、
け
だ
し

何
人
も
一
驚
を
喫
す
べ
し
』
と

。

こ
の
軽
子
の
運
賃
も
大
体
き
ま
っ
て
い
た
よ
う

だ
。
神
田
市
場
ま
で
一
台
を
一
人
で
挽
き
、
空
車

に
容
器
を
積
ん
で
千
住
ま
で
戻
っ
て
二
円
五
十

銭
、
神
田
ま
で
車
の
後
押
し
を
し
て
行
っ
て
一
円

五
十
銭
、
新
開
橋
か
ら
大
橋
ま
で
の
後
押
し
が
十

銭
、
こ
れ
が
当
時
の
相
場
で
あ
る
。
し
か
し
何
に

し
て
も
労
を
惜
し
ま
ぬ
時
代
で
あ
っ
た
。
千
佳
か

ら
神
田
ま
で
車
を
挽
く
の
は
投
師
、
軽
子
だ
け
で

は
な
い
。
荷
主
に
し
て
も
、
他
の
市
場
が
高
値
ら

し
い
と
言
え
ば
、
千
住
を
素
通
り
し
て
、
神
田
で

も
京
橋
ま
で
で
も
荷
車
を
挽
い
た
時
代
で
あ
る
。

ち
な
み
に
神
田
市
場
は
神
田
多
町
か
ら
須
田
町
に

か
け
て
あ
り
、
京
橋
市
場
は
、
今
は
名
だ
け
の

橋
、
京
橋
か
ら
国
電
側
の
高
速
道
下
に
あ
っ
た
大

根
阿
岸
の
両
側
で
あ
る
。
(
つ
づ
く
)
　
　

写
真
は
、
吉
田
屋
の
店
頭
(
昭
和
十
六
年
ご
　

ろ
)
千
住
河
原
町
柘
植
美
知
男
氏
提
供

老人福祉ベルを
取り付けます

8 月1 日から受付

区
で
は
、
お
年
寄
り
の
方
か
万
が
一

の
と
き
(
急
病
・
盗
難
・
火
災
な
ど
)

に
備
え
て
、
非
常
ベ
ル
を
取
り
付
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

非
常
ペ
ル
を
取
り
付
け
る
こ
と
に
よ

り
、
お
年
寄
り
の
方
に
安
心
感
を
与
え

る
と
と
も
に
、
ご
近
所
の
方
-
の
協
力

を
得
て
、
大
事
に
至
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
豪
と
な
る
方
は
区
内
に

在
住
す
る
、
六
十
五
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
し
の
方
。

申
込
み
方
法
は
、
区
役
所

二
階
援
霞
係
、
ま
た
は
お
近

く
の
民
生
委
貝
宅
に
申
請
一

が
あ
り
ま
す
か
ら
直
接
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

ご
近
所
の
方
-
へ
、
お
年

寄
り
が
万
が
一
の
と
き
に
、

こ
の
ベ
ル
を
使
い
ま

す
の

で
、
ペ
ル
が
鳴
っ
た
ら
大
至
急
か
け
つ

け
て
や
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
近
所
に
ひ
と
り
暮
し
の

お
年
寄
り
の
方
が
い
ま
し
た
ら
、
老
人

福
祉
ベ
ル
が
取
り
付
け
ら
れ
る
こ
と
そ

教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
区
役
所
援
護
係

へ
ど
う
ぞ
。

児
童
手
当
な
ど
の

「
現
況
届
」は
お
済
み
で
す
か

児
童
手
当
・
皃
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
六
月
中
に
『
現
況
届
』
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
け
出
を
し
ま
せ
ん
と
、
昭
和
四

十
七
年
度
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
ま
だ
、
届
け
出
の
済
ん

で
い
な
い
方
は
、
至
急
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

手
観
き
に
必
要
な
も
の

□
児
童
手
当

( 1)

児
童
手
当
現
況
届
(
用
紙
は
既
に
お

送
り
し
て
あ
り
ま
す
が
、
届
い
て
い

な
い
方
は
区
役
所
児
童
手
当
係
へ
)

( 2)
国
民
年
金
手
恨
ま
た
は
、
厚
生
年
金

証
書

( 3)
印
か
ん

( 4)
請
求
者
名
儀
の
区
内
銀
行
・
信
用
金

庫
・
借
用
組
合
・
農
協
(
郵
便
局
は

除
く
)
の
預
金
通
帳

( 5)
昭
和
四
十
七
年
度
住
民
税
納
税
通
知

書
(
た
だ
し
、
生
活
保
護
を
受
給
し

て
い
る
方
は
、
福
祉
事
務
所
で
発
行

す
る
保
護
証
明
)

□
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
重
扶
養
手

当
(

1
)

証
書
・
印
か
ん

た
だ
し
、
昭
和
四
十
七
年
一
月
一
日

現
在
、
区
外
に
住
ん
で
い
た
方
は
前
住

地
の
区
市
町
村
が
発
行
す
る
所
得
証
明

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
児
童
手
当

係
へ
ど
う
ぞ
。

お
年
寄
り
に
敬
老
金

―
通
知
の
な
い
方
は

連
絡
を
―

区
で
は
、
九
月
十
五
日
の
「
敬
老
の

日
」
に
畏
寿
を
祝
い
、
敬
老
金
五
千
円

を
贈
呈
し
ま
す
。

今
回
の
対
象
と
な
る
方
は
、
昭
和
四

十
七
年
九
月
十
五
日
現
在
、
膺
七
十
五

歳
以
上
(
明
冶
三
十
年
九
月
士
(
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
)
で
、
昭
和
四
十
六

年
九
月
十
六
日
以
前
か
ら
引
き
続
い

て
、
一
年
以
上
都
民
と
し
て
住
民
基
本

台
帳
・
外
人
登
録
原
票
に
登
載
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。

な
お
、
該
当
者
に
は
、
(
ガ
キ
で
通

知
し
て
あ
り
ま
す
が
、
届
い
て
い
な
い

方
は
、
至
急
区
役
所
援
護
係
へ
連
絡
し

・
て
く
だ
さ
い
。

認
可
工
場
は

表
示
板

を

都
で
は
、
昭
和
二
十
四
年
か
ら
工
場

認
可
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
昭

和
四
十
五
年
四
月
に
、
住
民
と
工
場
と

の
接
触
を
よ
り
円
滑
に
す
る
た
め
、
認

可
工
場
に
表
示
板
の
提
出
を
蔵
務
づ
け

ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
認
可
工
場
と
無
認
可

工
場
を
区
別
し
、
工
場
の
業
種
と
公
害

防
止
設
備
や
責
任
者
を
住
民
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

エ
禍
で
は
、
次
の
事
に
従
い
表
示
板

を
公
衆
の
見
や
す
い
所
に
掲
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
認
可
内
容
が
現
状
と
同
じ
場
合
は
、

最
も
新
し
い
工
楊
認
可
の
番
号
・
年

月
日
な
ど
を
記
入
し
た
表
示
板

▽
認
可
内
容
が
現
状
と
違
っ
て
い
る
場

合
は
、
至
急
工
場
変
更
認
可
を
受

け
、
そ
の
番
号
・
年
月
日
な
ど
を
記

入
し
た
表
示
板

ま
た
、
工
場
認
可
を
受
け
て
い
な
い

場
合
は
、
す
み
や
か
に
工
場
の
改
善
を

行
な
い
、
認
可

申
請
を
し
て

く
だ
さ

い
。な

お
、
表
示
板
は
長
期
表
示
が
可
能

な
材
質
の
も
の
を
ご
使
用
く
だ
さ
い・
。

実
物
大
の
見
本
は
、
区
役
所
公
害
課
で

差
し
あ
げ
ま
す
。

老
人
社
会
奉
仕
団
設
立

積
極
的
な
活
動
参
加
を
期
待

去
る
七
月
二
十
一
日
に
、
老
人
に

よ
る
自
主
的
な
奉
仕
卮
蛎
を
目
的
と

す
る
足
立
区
老
人
社
会
奉
仕
団
の
般

立
総
会
が
、
千
住
区
民
福
祉
七
ン
タ
-

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
(
写
真
)
　

日
本
人
の
平
均
寿
命
が
七
十
歳
を

こ
え
、
足
立
区
で
も
六
十
歳
以
上
の

方
か
全
区
民
の
約
七
・
三
%
を
占
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ

れ
て

、
孤
独
な
老
人
や
、
老
人
だ
け

の
世
帯
も
ふ
え
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
老
人
た
ち
が

そ
の
経
験
と
能
力
を
生
か
し
、
ね
た

き
り
や
孤
独
な
お
年
寄
り
の
訪
問
、

公
園
な
ど
の
美
化
運
動
、
パ
ト
ロ
-

ル
、
そ
の
ほ
か
、
地
域
に
密
着
し
た

い
ろ
い
ろ
な
奉
仕
活
動
に
よ

っ
て
生
き
が
い
を
高
め
、
老

人
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
連
帯
感

を
深
め
、
楽
し
く
、
有
意
義

に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
、
老

人
社
会
奉
仕
団
が
設
立
さ
れ

た
わ
け
で
す
。
奉
仕
団
に
入

団
し
た
い
方
、
奉
仕
団
の
訪

問
を
受
け
た
い
方

、
そ
の
ほ

か
、
奉
仕
団
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
援

糢
係
へ
ど
う
ぞ
。

―民生委員紹介―
( 敬称略)

―第4地区―
定員64名

出張所 氏 名 住 所 電 話
第7 童 原 饗次郎 本木1- 19- 6887- ひ639
1 瀬 田 孝三郎 〃1- 22- 10889- 4147
1森辰雄〃1- 3- 26886- 3707

" 北 畑 氏 三 関爪1- 2- 9849- 1715
・宮口鉄治1- 4- 28840- 6639
x柿崎利平〃1- 20- 19889- 5780
・須謙勇〃1- 18- 12韶7- 3810
・木村茂〃1- 5- 31a87- 1421
"ニノ吉福蔵〃1- 6- 2芻6- 0936
1 中 村 太 官 本木1- 7- 3 韶6- 1680
1 内 山 幸 険 関爪1- 22- 10886- 2483
1 村 松 栄 〃2- 31- 2889- 7174

1 山 田 鉦 三
〃2- 25- 15886- 4540

・ 小 宮 四 郎 ・2- 17- 5887- 0440
" 古 風 勝 章' 3- 7- 24886- 3734
1 小 官 源 一 関原2- 22- 1887- 6366
・ 斉 耳 氏 雄 〃3- 36- 4886- 6475
・ 土 屋 い ね 本木2- 29- 5&87- 0809
" 瀬 田 せ んs2- 30- 3887- 0235
" 氏 政 鈴 子12- 22- 11&87- 8084
" 小 官 光 子 閥原2- 45- 9&86- 2629
" 小 楓 芳 春 本木2- 21- 17886- 4582

" 島 田 オチイ 〃2- 15- 16889- 8484
y 漫 川 と り 関凧3- 6- 21886- 5954

第8 田 中 竹大郎 本木東町15- 8886- 3309
"佐藤サハ〃1- 38鮖- 4838
" 瀬 田 熊太郎 本木甫町15- 4886- 4205
" 田 口 寞 蔵 〃21- na86- 96 卯
・ 菊 地 弘 本木西町5- 5890- 3s68
" 清 水 樞次郎 本木北町10- 138 知- 1839
" 中村 平右噺門 本木4- 4810890- 5185
" 小 宮 金太郎 ・4- 5050890- 7368
" 大 鳥 小 録14- 5a84890- 6 名33
" 叶 木 ノ丶 ナs4- 5283890- 1824
" 小 愚 っね志 〃5- 3673890- 3139
" 横 井 三 代 〃5- 3746898- 8346
" 田 中 正 治 〃5- 4104890- 7876
" 阿出J I I 誠 一 ダ5- 4136890- 6 】93
・ 内 田 栄次郎 奥野2- 28- 381890- 0362
"内田せん〃2- 13- 19890- 7937
" 岡 野 敏 男' 2- 21- 14890- 9167
" 持 木 水*' 1- 13- 4849- 4505

蝌9 小 山 忠 雄 西新井本町4- 3- 26890- 6965
" 胴比奈 玄次郎 〃4- 26- 13890- 839s
"小宮山サクイ〃3- 1- 15890- 5384
" 柴 滝 男 奥野町348 。887- 1724
" 山 崎 は っ 酉新井本町5- n- 18880- 6391
" 塙 丑之助 西新#1- 27- 5899- 6458
" 済 水 種三郎 〃2- 1- 4890- 8339
s 清 水 良 古 〃2- 32- 20890- 75 邨
" 江 川 初 蔵16- 23- 3898- 1919
・佐- 木福松〃1- 16- 15890一8390
"宮崎さといy6- 14- 4890- 315S
" 江 川 重 省 ・6- 33- 9890- 5354
卜 久 保 ● 古 酉新井本町1- 15- 2890- 0365
" 田 口 市太郎11- 22- 228 知- 3713
・ 裏 原 利喜雄12- 17- 3890- 0021
・ 福 鳥 松 江 粟原町96890- 1960
・ 堤 み や 菓鳳町597- 1890- 1283
" 木 鳥4‘ ‾廊 栗凧1- 9- 2 蒻3- 3945
1 中 鳥 済 栗原町7938 恥- 3z2s
・ 櫚 梟 ハ ッ 藁鳳町1185
s 牛 込 か く 栗原2- 1- 2 蒻4- 4181
1 鳥 田 喜代造 菓原町1240 芻6- 5297

掲
示
板

■
足
立
区

家
具
卸
見
本
市

区
と
足
立
家
具
卸
商
組
合
で
は
、

こ
の
た
ひ
、
消
費
者
の
要
求
に
基
づ

く
優
秀
家
具
の
普
及
を
図
ろ
う
と
第

五
回
足
立
区
家
具
卸
見
本
市
を
開
催

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ

▽
日
時
-
(
月
二
十
九
日
(
火
)
?
　

三
十
日
(
水
)
午
前
九
時
?
午
後
　

五
時

▽
会
場
-
都
立
産
業
会
館
台
東
館
五
　

階
(
台
東
区
花
川
戸
ニ
-
六
一
五
)
　

啻
(
四
四
-
六
三
一
(
代
)

▽
交
通
機
関
-
東
武
線
浅
草
駅
下
車

徒
歩
五
分

■
訓
練
生
募
集

足
立
高
等
職
業
馴
練
校
で
は
十
月

生
を
次
の
と
お
り
。
募
集
し
て
い
ま

す
。

▽
募
集
科
目
(
六
か
月
コ
-
ス
)
　

経
理
事
務
・
ト
レ
-
で
機
械
検
　

査
・
タ
イ
プ
・
溶
接
・
洋
裁

▽
資
格

義
務
教
育
修
了
者
(
年
齢
制
限
な
　

し
)

▽
応
募
締
切
り
九
月
三
十
日
(
土
)
　

く
わ
し
い
こ
と
は
、
足
立
高
等
職

業
馴
練
校
へ

営
六
〇
五
-
六
一
四
六

■
区
内
観
光
写
真
の
　
　
　
　

作
品
募
集

区
観
光
協
会
で
は
、
こ
の
た
び
足

立
区
を
広
く
紹
介
す
る
目
的
で
、
名

所
、
史
跡
、
ま
た
は
代
表
的
な
催
し

物
な
ど
、
区
の
特
色
を
表
現
し
た
観

光
写
真
コ
ン
ク
-
ル
を
次
の
よ
う
に

開
き
ま
す
。
ふ
る
っ
て
、
み
な
さ
ん

の
力
作
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

□
主
題…
区
内
観
光
地
・
名
所
・
史

跡
・
自
然
風
景
・
商
店
街
風
景
、
ま

た
は
商
業
ま
つ
り
・
納
涼
大
会
・
年

中
行
事
風
俗
・
四
季
の
季
節
感
な
ど

観
光
を
主
題
と
し
た
内
容
の
も
の

□
サ
イ
ズ
…
キ
ャ
ビ
ネ
以
上
(
白
黒

・
カ
ラ
-
プ
リ
ン
ト
共
)

□
締
切
り
…
十
一
月
十
五
日
(
水
)

□
送
り
先
…
足
立
区
観
光
協
会
事
務

局
(
区
役
所
経
済
課
内
)
苧
匸
一
〇

足
立
区
千
住
一
-
五
〇

区
内
写
真
材
料
商
業
組
合
加
盟
店

□
発
表
…
十
一
月
下
旬
(
予
定
)

□
応
募
上
の
注
意
…
①
作
品
は
最
近
　

一
年
以
内
に
撮
影
し
た
自
作
品
で
来

発
表
の
も
の
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限

り
ま
す

②
応
募
作
品
の
枚
数
は
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
部
門
と
も

入
選
以
上
は
、
一
人
一
賞
と
し
ま
す

③
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に

属
し
、
入
賞
作
品
は
主
催
・
後
援
・

協
賛
の
各
団
体
が
利
用
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
特
に
主
催
者
に
お
い
て

は
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
北
千
住

駅
構
内
観
光
掲
示
板
な
ど
に
利
用
し

ま
す
④
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し

ま
せ
ん
⑤
入
賞
通
知
を
叉
け
た
方

は
、
ネ
ガ
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
か
、
ネ
ガ
の
提
出
か
な
い
場
合
は

入
賞
を
取
り
消
し
ま
す

⑤
応
募
作

品
の
裏
面
に
は
必
ず
応
募
奈
を
貼
付

し
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
足
立
区

観
光
協
会
事
務
局
(
区
役
所
経
済
睡

内
)
へ
ど
う
ぞ
。

□
特
別
区
民
税

□
個
人
事
業
税
の

納
期
は
8
月
3
1
日
で
す

■ 住所変更の届け出は14日以内にお住まいを所管する出張所へ　 ■ ゴミを河川・堀などに捨てないように I ・N　200, 00

0


